特殊入浴装置仕様書（2）
１　物品名及び数量

①A88E シャトル（新湯）・・・・・・・・・・・・・１台

②A88E-SC シャワーチェア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２台
＊②は、①に対応できること。

２　仕様（以下の条件を満たす事）

1 A88E シャトル（新湯）

・浴室広さと入浴時の作業動線を考慮し、浴槽本体は全長１７００ｍｍ（タンク含む）、幅９００ｍｍ以内（タンク部含め１４００ｍｍ以内）であること。
・浴槽へのアプローチは、入浴者が前向きで進入する方式であること。
・入浴者が肩までしっかり浸かれるように、浴槽深さは５５０ｍｍ以上であること。

・浴槽縁は、看守りに支障がなく介護のしやすい、床から９４０ｍｍ程度の高さであること。
・貯湯タンクは別置きであること。

・適切な温度管理を行うため、タンク内温度、浴槽内温度、給湯温度、たし湯温度、シャワー温度をそれぞれ実温にてデジタル表示できること。

・浴槽内にオーバーフローを有すること。

・万が一の火傷事故を防止するため、入浴に適さない高温になった場合には、表示点滅に加え入浴スイッチの無効、給湯の自動停止、又は浴槽湯の自動排水を行う安全機能を有すること。

・誤操作を未然に防ぐためパネルスイッチ類は最小限のものとし、各スイッチは入浴手順に沿った配置で操作方法が感覚的に分かりやすいこと。
・停電時でも扉のロックを解除させる機能を有すること。

② 専用車いす

・移乗時の座面高さは、乗り移りのしやすい床から４５０ｍｍ程度であること。
・入浴者の安全のため、搬送及び浴槽への進入時には介護者が前方の視界を確保でき、入浴者のつま先まで確認しながら搬送進入を行えること。

・リクライニングとチルト機構の連動により、搬送時、移乗時、入浴時の3種類の姿勢の切り替えができること。介護者の労力軽減のため、姿勢の切り替えは容易に行えること。
・移乗時には乗り移りを容易にするために、前傾姿勢となる機能を有すること。同時にシート前面の高さが低くなることで入浴者がシートに深く座ることができ、座り直しの労力が軽減されること。

・介護者が中腰になる作業を極力減らし腰痛を予防するため、背もたれの角度変更と連動して膝上げを行う機構を有し、入浴前の脚の持ち上げ動作を行う必要がないこと。

・移乗時に介護者や車いすが近づけるよう、フットレストはハネ上げ・旋回式であること。

・入浴時の姿勢を安定して保つため、マットは体圧を分散できる立体形状であること。
・快適かつ自然な入浴感のため、入浴時には必要以上に仰向けになることなく自然な姿勢を保つことができること。また入浴者の視界が装置の一部にさえぎられることなく、視線はほぼ真正面となり自然に周囲を見回せること。
以上
